
私にとって勇気ある知識人とは何か
― 鉄が語る発がん機構 ―

Cultivating Courageous Intellectuals

名古屋大学大学院医学系研究科 生体反応病理学
名古屋大学 低温プラズマ科学研究センター

東海国立大学機構 低温プラズマ総合科学研究拠点

豊國 伸哉

最終講義

2026年3月13日（名古屋大学医学部第4講義室）



私の略歴
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1990〜92年 米国 FDA, CDRH (Rockville, MD)で博士研究員

1992〜2008年 京都大学大学院医学研究科病態生物医学（病理学教室第1講座）助手・講師・
准教授

2008年7月〜 名古屋大学大学院医学系研究科 生体反応病理学 教授
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「勇気ある知識人」

― 名古屋大学 学術憲章・教育の基本方針 ―

2000年



研究者にとっての「勇気」とは何か

⚫ 流行ではなく、自分の問いに忠実であること
⚫ データと形態を最後まで信じ抜くこと

― セレンディピティーはその先に現れる
⚫ 異なる分野から得た発想を自分の領域で実際

に試してみること



なぜ「鉄」なのか

•生命に必須の元素

•酸素と共に進化を支えた

•しかし同時に、強い毒性を持つ

Iron Meteorites (Viena)



1. 病理学との出会い

2. 鉄と発がん機構

3. フェロトーシスという概念

4. 理論から実装へ ― 名古屋大学における学際融合 ―

本日の話



病理学との出会い

―「形態を読む」学問―

山邉博彦教授
杉山武敏教授

岡田茂教授

翠川修教授
（飯島宗一総長
と従兄弟関係）



形態は、最初の仮説である

• 分子は後から追いつく

• 形態は嘘をつかない・すべてを総括している

• 形態は永久に記録が残る

• 病理学は仮説生成学



最初の研究テーマ：金属毒性

• 派手ではない

• しかし生命に本質的

• 病理学的に「見える」現象



Cu-NTAモデル
― 金属キレート化合物の生体毒性 ―

•初めての第一著者論文

•キレート化の意義

•金属と生体反応の関係



昭和末期〜平成初期：私の研究の出発点

• 英語のワードプロセッサー(Word Star)ができたばかり、原稿はIBM
の電動タイプライターをNEC 9801に接続して打っていたので、原稿
50頁を一通り打つのに半日を要した

• 論文投稿は航空便、4部をアメリカに航空便で送るのに1万円くらい
かかったのを覚えている

• 論文の受け取りの葉書がくるのに3週間、審査には最低3ヶ月くらい
を要していた

• 葉書でリプリント請求

• 学会口頭発表はすべて写真屋に持ち込んで現像したスライドの投影

• 情報も少なかったが、雑音も極めて少なかった
• 当時はキャンパス内に不夜城の研究室もたくさんあった



漠然とした将来への不安

•流行ではない

•すぐに引用されない

•これで研究を継続できるのか

•次に何をしたらいいのか



Fe-NTAとの出会い

•鉄という必須元素

•腎近位尿細管という標的

•強烈な病理変化

3 h24 h



Fe-NTA腎発がんモデル

•急性傷害 → 耐性 → がん

• in vivo Fenton反応

•「時間」を含む病理モデル



セレンディピティー

Shigeru OKADA

3ヶ月の糖尿病モデルを1年以上観察することに
より、腎発がんモデルを発見



病理が示した連続性

•壊死

•再生

•耐性獲得

•発がん

3 weeks

Karyomegalic cells



若手研究者へのメッセージ①

「どんなテーマでも、新しい思想があれば世界に届く」



ここまでの要点

• 病理学的思考が出発点

• 金属が生体に与える影響を問い続けた

• 流行よりも一貫性を選んだ



次に見えてきた現象

• Fe-NTAによる傷害は一過性ではない

• 時間をかけて質が変わる

• 何が細胞を変えているのかを知りたい



フリーラジカル・活性酸素・酸化ストレス

• 酸化ストレス Oxidative Stress Helmut Sies 1985

• 日本フリーラジカル学会・日本過酸化脂質/フリーラジカル学会（八木國夫
教授・早石 修教授が立ち上げに関与）吉川敏一 教授（現 日本酸化ストレ
ス学会 SFRR Japan）

• Society for Free Radical Research International (SFRRI)

• International BioIron Society (IBIS)

• International Redox Network 淀井淳司 教授（京都大学ウイルス研）

1985
Helmut Sies Toshikazu Yoshikawa

Junji Yodoi

http://www.louis-pasteur.or.jp/greeting/ https://kyoto-u.academia.edu/JunjiYodoi



脂質過酸化

•鉄依存的に起こる

•細胞膜脂質が標的

•極めて再現性が高い

Cold Schiff’s method (frozen section) Alfonso Pompella (University of Siena, Italy)

Osamu Midorikawa

見えないものをやって、何が面白いのかね。

Cited 24,269 times



副産物ではなかった

• 傷害の中心に位置

• 傷害部位と完全に一致

• 発がん部位と重なる



米国FDAへの留学 1990-92（留学のメリット）

Jose-Luis Sagripanti, FDA

• 英語環境にどっぷり浸れる
• 新たな研究ネットワークの構築
• 日本を外から眺められる
• 新たな技術に触れることができる

（reference managerを知った）

Jim Strickland, NCI, NIH



4-hydroxy-2-nonenal（HNE）

•脂質過酸化（アルデヒド）の代表的生成物

•高い反応性

•組織内で検出可能（見える化が重要）

Koji Uchida, Nagoya UnivEarl Stadtman, NIH

PNAS 1992留学中の出会い 油（アルデヒド）を抗原として認知可能
な分子へ転換

アルデヒドとタンパク質のアミノ酸残基との反応（マイケル付加反応）

https://irp.nih.gov/catalyst/21/1/the-stadtman-legacy



PNAS論文（1994）

•HNE修飾タンパク質の局在

•病理と分子の接続

•国際的な可視性

FFPE specimens

Formalin-fixed paraffin-embedded



HNEによる可視化

• 免疫組織化学

• 傷害部位と一致

• 時間依存性

HNE as most sensitive marker

Denis C Lehotay

Hiroshi Hiai

https://www.researchgate.net/profile/Denis-Lehotay



8-OHdGによる可視化

Miral Dizdaroglu

Toshihiko Osawa

N45.1

8-OHdG as most sensitive marker Lab Invest 1997

Hiroshi Kasai

https://capitalchemist.org/wp-content/uploads/2017/12/CC_Apr_2012.pdf



病理が先に見ていたもの

• 鉄依存性 Iron-dependence

• 脂質過酸化 Lipid peroxidation

• 特定の細胞死様式 Specific cell death mode



フェロトーシス Ferroptosis という名前

•概念化は2012年 (Dixon and Stockwell, Cell)

•現象はそれ以前から存在

•病理は概念を待たない

Eradicate Ras-transformed cells: Erastin



アメリカから1通の電子メール



1st International Meeting on Ferroptosis 

(Banbury Center, Cold Spring Harbor Laboratory, 

NY, USA; April 2-5, 2017) 

Cell (Oct 5, 2017)

2012
Dixon et al.

フェロ（2価鉄）トーシス（剥離）：触媒性2価鉄依存性の制御性壊死
で脂質過酸化を伴うもの

8527 (24115 on 
Jan 17, 2026)

Cited 6127 times



Cold Spring Harbor Asia Ferroptosis Meeting in Japan

World longest hanging bridge over the seahttps://www.csh-asia.org/?content/2871



研究は「当てる」ものではない

•流行を追わない

•現象を追い続ける

•名前は後からついてくる



次の問いへ

•鉄依存性細胞死は制御できるか

•生理的な役割はあるのか

•がん治療に使える新たな方法はあるのか



フェロトーシスの定義への挑戦

•鉄依存性

•脂質過酸化を伴う

•制御性壊死



研究科内の共同研究

Photoreceptor-Inner Segment
Outer Nuclear Layer

Inner Nuclear Layer

日本眼科学会学術奨励賞



病理像が示すフェロトーシス

•特定細胞集団が標的

•壊死の1つであり、アポトーシスとは明確に
異なる

•再現性の高い組織像



なぜ「鉄」なのか

Olson KR and Straub KD. Physiology 2016

O2

H2S

Fe(II)

EVOLUTION
Fe>S>O

13.8 bY Big Bang
4.6 bY Earth

3.8 bY First Life

Earth Science and 
Life

シアノバクテリア
GOE:大酸化事変
鉄鉱石・硫酸産生菌・
火山活動

Wikipedia



フェロトーシスの概念

Toyokuni S et al. Cell Mol Life Sci 2025



Zheng et al. Redox Biol 2021

生理的フェロトーシス



病理は概念を待たない

•現象は先に存在する

•概念は後から整理される

•名前は最後につく

•だから正確な記録が重要



フェロトーシス研究の位置づけ

•新しい概念

•しかし新しい現象ではない

•病理学の延長線上にある



研究は「現象」から始まる

•流行を追わない

•現象を追い続ける

•概念は後からついてくる

•社会的な問題に自らの視点で取り組む

Shigetada Nakanishi
新規コンセプト
やり尽くしている
社会への還元（税金）

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/archive/prev/news_data/h/h1/news7/2009/091214_1



鉄発がんの標的遺伝子問題

• 標的遺伝子があるかどうかがわからない

Fe-NTA誘発腎が
んの主な標的遺伝
子はc-Met増幅と
p16ホモ欠損

PLOS One 2012

aCGH

Hiroshi Hiai Hitoshi Nakagama

Oncogene 1999

Forward Genetics
(positional cloning with 
microsatellite markers)

Reverse Genetics



アスベストの中皮腫発がん問題
• 発がん機構が明らかでない
• 白石綿（クリソタイル）には発がん性があるのか
• 標的遺伝子があるかどうかがわからない

Nature 12/16/2010

6/29/2005

川崎医科大学
大槻剛己教授

兵庫医科大学
中野孝司教授

科学技術振興調整費：重要
課題解決型研究等の推進
（2006-2010）

Hemoglobin

Histone

ROS (frustrated 
phagocytosis, Fe)

アスベスト発がんの標的遺伝子はp16・白石綿も発がん性高い

愛知県がんセンター
関戸好孝副所長

毎日新聞



カーボンナノチューブの発がん性問題

篠原久典教授

• 発がん性があるかどうかがわからない

飯島澄男教授

Hirotaka Nagai

標的遺伝子はやはりｐ16であった

https://www.sangyo-times.jp/article.aspx?ID=624



名古屋大学大学院・医学系研究科 生体反応病理学 豊國 伸哉（研究代表者）

名古屋大学大学院・医学系研究科 循環器内科学 室原 豊明

和歌山県立医科大学・医学部 大町 遼

立命館大学薬学部 免疫微生物学 中山 勝史

名古屋大学大学院・医学系研究科 ウイルス学 佐藤 好孝

物質材料研究機構・国際ナノアーキテクトニクス研究拠点 岡本 章玄

細胞外微粒子に起因する生命現象の解明とその制御に向けた基盤技術の創出
「細胞外微粒子」（研究総括：馬場 嘉信）

細胞外微粒子への生体応答と
発がん・動脈硬化症との関連の解析

48

CREST「細胞外微粒子」2019-2024 事後評価会

Nov 25, 2024 (Nagoya, JPN)

Yoshinobu Baba

https://seikagaku.jbsoc.or.jp/10.14952/SEIKAGAKU.2023.950184/data/index.html



Qiu et al. Nat Commun 2024

Collaborative efforts among Columbia Univ (NY, USA), 
Nagoya Univ and Univ Tokyo

Yamaguchi et al. Nature Nanotechnol 2023

フェロトーシス検出抗体(HNEJ-1)の利用

Yanatori et al. Blood 2021

豊國チームの論文業績の際的位置付けCREST 豊國チームの主な業績



エクソソームと鉄代謝の問題（CREST 2019-2024: 馬場

嘉信 領域代表)

• 細胞外微粒子と細胞内微粒子をつなぐ仕事

生理的

アスベスト
曝露病態

Ito et al. Redox Biol 2021

Yanatori et al. Blood 2021

鉄代謝関連遺伝子に特有な転写後調節を
担うIRE配列が CD63 mRNA の5’ 非翻訳
領域に存在

フェロトーシス

• 余分な鉄を鉄の足りない自己細胞にのみ送達

• アスベスト繊維を貪食したマクロファージはフェロ
トーシスを起こし、分泌されたCD63+フェリチン含

有エクソソームは発がん標的である中皮細胞が
受け取り、酸化的DNA傷害をひきおこす



遺伝疾患への応用(BRCA1/2)
• マウスモデルではBrca1/2ともに表現型が出ない

Tomoji Mashimo
(Brca2 Mutant 作成）

Tatsuhiko Imaoka
(Brca1 Mutant)

• では、ラットがあるじゃないか

表現型 Brca1 Mutant Rat Brca2 Mutant Rat

鉄代謝異常 あり あり

自然発がん 変わらず 増加

Fe-NTA 誘発腎がん 促進 (C-Myc増幅） 変わらず（フェロトーシス
感受性が高い）

男性不妊 ？ あり

女性不妊 CPA+OLP に感受性高い あり

京都大学

https://plaza.umin.ac.jp/model

https://www.qst.go.jp/site/iqls/22512.html

https://www.anim.med.kyoto-u.ac.jp/nbr/default_jp.aspx

https://www.cbms.k.u-tokyo.ac.jp/labs/mashimo/



発がん過程におけるフェロトーシスの理解



次の段階へ

• フェロトーシスは制御できるか

• 人為的に誘導できるか

• 理論を「実装」できるか



理論から実装へ

•フェロトーシスの理解

•次の問い：操作できるか

•基礎から応用への必然的な流れ



低温プラズマという選択
― 工学と医学の交差点 ―

•薬剤ではない

•化学反応を超えた「場」の制御

•鉄・酸素・ラジカルを同時に扱える

電離

Fumitaka Kikkawa Masaru Hori

2012-2016 新領域研究「プ
ラズマ医療科学創成」

名古屋大学
プラズマ研究所

Since 1961

https://www.kishokai.or.jp/philosophy/fukuriji.html



3,3,5,5-tetramethyl-1-pyrroline-N-oxide (M4PO)

56J Clin Biochem Nutr 2014

低温プラズマの主要な本質の1つはラジカル

電子スピン共鳴

Yasumasa Okazaki



Toyokuni et al. ABB 2023

Plasma

Asteroid

(small rocky object  that orbits the Sun) Hayabusa Project

地球上の生命体に対する鉄の最大の意義

JAXA

ISAS/JAXA



東海国立大学機構における拠点形成

• 医学 × 工学 × 農学 x 理学 x 薬学 x 獣医学

• 学際融合を制度として実装

• 若手が挑戦できる研究環境

• 東海国立大学機構の起爆剤
Masaru Hori

大野 哲靖 教授
拠点長

上坂 裕之 教授
副拠点長

https://c-arp.gifu-u.ac.jp/member/



がんにおける鉄の意義

Iron Addiction with

Ferroptosis-resistance

Iron: good or evil?

身体要因

環境要因

遺伝要因

がんはゲノムの病気

DNA合成・修復には
鉄が必要

Nik-Zainal Cell 2012

がんの系統樹
全ゲノム解析によるクローンの増殖



Hirayama T, et al.  highly 
selective turn-on fluorescent 
probe for iron (ii) to visualize 
labile iron in living cells." 
Chemical Science 4.3 (2013): 1250-
1256. 

Mukaide et al., Free Radic Res 2014

FerroOrange

Organelle-directed probes 
are available

Detection of catalytic Fe(II) with novel 
turn-on fluorescent probes

Cultured cell 
or frozen 
section

Time-lapse analysis

Tasuku Hirayama

岐阜薬科大学

https://www.horiba.com/jpn/company/about-horiba/three-business-fields/fluorescent-probe/



Cancer cells have higher levels of catalytic Fe(II)

BBRC 2016

Fumiya Ito



62

Cited 1535 times
（Google scholar)



• 直接照射
• 間接照射

(via liquid)

Proof of 
Concept

低温プラズマの細胞への作用



低温プラズマ活性化乳酸リンゲル液 (PAL) は
悪性中皮腫細胞特異的にフェロトーシスをおこす

Non-cancer

Cancer

Fer-1: Ferrostatin-1
フェロトーシス特異的阻害剤

Non-cancer Cancer

4時間：初期 24時間：後期



Jiang et al. Redox Biol 2021

PAL により中皮腫細胞がフェロトーシスを起
こす分子メカニズム



研究は個人で始まり、環境で育つ



名古屋大学という研究環境

•医学系研究科 分析機器部門・動物実験施設 の卓越性

•医学・工学・農学・理学の距離の近さ

•学際融合が「日常」にある

•若手に裁量がある



拠点形成の本当の意味

•大きな研究費のためだけではない

•学際的な「場」を維持するため

•次世代のための投資



人材育成という研究

• テーマよりも思考法（柔軟性・異なる視点）

• 技術よりも姿勢（問題意識と解決を心から望む
こと）

• モチベーションの維持と向上



指導で大切にしてきたこと

• 現象を自分の目でみる

• データの再現性が第一、解釈はあと

• 原理の異なる複数の方法で真偽を確かめる（形態 x 生化学
的方法論 など）

• 流行を鵜呑みにしない

• テーマはできるだけ本人の好きなことを

• 論文化の際にはもう一ひねり(新たな論理の構築)できないか
を常に考える

• 博士になったら、年1本は第Ⅰ著者の論文を書く



学位授与（博士48名・修士5名）
学位授与（医学博士）

（当時の官職にかかわらず、豊國伸哉が指導教官・責任著者のものをあげている。臨床科名のないものは病理学専攻
である。）

【京都大学医学研究科】

服部ゆかり（皮膚科）、岡本圭生（泌尿器科）、田中智之、西山泰由、Soon Chan Um（形成外科）、井原 裕（糖
尿病内科）、松井美萌（皮膚科）、近藤昌平（消化器外科）、赤塚慎也、李 文華、白瀬智之、蒋 麗、劉 玉婷、
Dutta Khokon Kumar、吉原美奈子、胡 茜、永井裕崇（MD・PhDコース）、大原浩貴

（合計18名）

【名古屋大学医学系研究科】

真野由起雄（産婦人科）、周 珊瑚（修士課程より）、小林浩晴（産婦人科）、舟橋諭美（修士課程より）、山下享
子、向出貴裕、Dilnur Alkin、服部有香（産婦人科）、王 越、石 蕾、伊藤文哉（修士課程より）、森 正彦（産婦
人科）、李 光華（修士課程より）、王 申奇、大原悠紀、石田千晴（産婦人科）、平光志麻（産婦人科）、佐藤康
太郎（口腔外科）、林 祥太郎（産婦人科）、程 真（日本の医師国家試験合格）、羅 亜光（日本の医師国家試験
合格）、李 賛、鄭 好、孔 穎怡、曽根原玲菜（産婦人科）、田中秀明（産婦人科）、可世木 聡（産婦人科）、
本岡大社、呂 沁穎（修士課程より）、前田勇貴

（合計30名）

修士課程のみ

賈 霆涵

（1名）



失敗した研究・進めなかった研究

• 成功談だけではない

• 撤退も判断

• 失敗は蓄積され、やがて成功を生み出す

• 記録を残す

• 3回やってだめなら、仮説が間違っている



研究者の孤独

• 最終判断は一人

• 評価されない時間

• それでも考え続ける



名古屋大学での17年9ヶ月
• 教育

• 研究（国際学会発表 155/297、国内学会発表 262/812)

• 診療（病理診断）

• 大学運営（名古屋大学 低温プラズマ科学研究センター・東海国立大学機構 低温プラズマ

総合科学拠点・医学図書館・Nagoya J Med Sci・JACME審査員・入学試験）

3672

2008
H-index 89

第8版〜第11版 監訳

• 論文の引用は絶対的
な評価ではないが、
研究の励みにはなる

• 自分の論文をどんど
ん引用すべき

「ロビンス基礎病理学」丸善出版



私の名古屋大学における足跡

•八木國夫・小澤高将（脂質過酸化・酸化的DNA損傷）

•飯島宗一（翠川 修）

•森 尚義・高橋雅英・中村栄男（病理学）

•飯島澄男・篠原久典（カーボンナノチューブ）

•堀 勝・大野哲靖（低温プラズマ）

•榎本 篤・加留部謙之輔（病理学）



若手研究者へのメッセージ

「問いを持ち続けられるかどうかが、すべてを決める」

「研究はある意味マラソンであるし、オセロゲームでも

ある」



ここまでのまとめ

•研究は個人の問いから始まる

•環境が問いを育てる

•人材育成は未来への投資



生命進化と鉄・酸素

•鉄は生命に必須

•酸素は効率（長寿化）と危険をもたらした

•両者の共存が生命を進化させた



がんは例外か、必然か

•感染症克服による長寿

•酸化反応の蓄積（Exposome）

•鉄と酸素を長期間使用した副作用！



鉄が語る発がん機構

•鉄依存性傷害

•脂質過酸化

•フェロトーシス耐性獲得による発がん



科学は未完成である

•すべては途中経過

•次の問いが生まれる

•次の世代が続ける



次世代に託したい問い

•鉄依存性細胞死の人為的制御

•生理的フェロトーシス

•生命誕生・進化とフェロトーシスの関連

•社会実装のあり方



低温プラズマ医療としての社会実装計画

• 口腔癌術後
• 放射線照射後口内炎
• 薬剤性顎骨壊死

• 創傷治癒

Hideharu Hibi

Kae Nakamura Masaaki Mizuno

Kotaro Sato

東海国立大学機構の1つの突破口

https://www.u-toyama.ac.jp/outline/overview/officer/2025vice-mm/



若手研究者へ

「流行ではなく、自分の目で見た現象を信じてほしい」



医学部学生・研修医のみなさんへ

•すべてを理解しなくていい

•何か一つ、心に残ればいい



病理医・研究者へ

•病理学は強い

•正確な記録が重要

•現象から逃げない

•分野を越えて考える



同窓生・来賓の皆さまへ

•名古屋大学の価値

•教育と研究の連続性



共に歩んだ仲間たち

•共同研究者

•教室員・同窓会・同門会

•学生・若手研究者・同級生

•所属学会

日本病理学会（病理専門医）、日本酸化ストレス学会 (SFRR Japan)、日本癌

学会、日本鉄バイオサイエンス学会 (JBIS)、日本生化学会、日本分子生物学会、
日本がん予防学会、日本微量元素学会、発がん病理研究会、分子予防環境医学研究
会、SFRR International、International BioIron Society、ISPlasma、
International Conference on Plasma Medicine (ICPM)



コロナ渦の東京レジナビ参加（日本
病理学会リクルート委員会）

SFRR Austrasia-Japan, Sydney, 
Australia 2013 

Cold Spring Harbor Asia, Ferroptosis, 
Awaji, Japan 2022

SFRR Austrasia-Japan, Sydney

SFRR Asia, Seoul, Korea 2022
Young-Joon Surh, Barry Halliwell

CREST・細胞外微粒子、熊本

基礎医学セミナー発表会



China-Japan Asbestos Symposium, Qingdao, China 2019

ICPM, Nagoya, Japan 2017
Alexander Friedman, Masaru Hori

鶴舞公園 花見 教室旅行 伊勢神宮

日本微量元素学会・学会賞受賞 2022
Manabu Fukumoto, Tatsuaki Tsuruyama
（京大病理同窓）



発がん病理研究会、鳥羽 2019

SFRR Asia, Chiang Mai, Thailand 2015
Junichi Fujii, Mike Davies Chiang Mai University, Thailand 病理学会カンファレンス、犬山 2017

ICPM, Bratislava, Slovakia 2016

Yuzuru Ikehara



Conference Tour, IBIS, Darwin, 
Australia 2023

日本鉄バイオサイエンス学会、岡山 2023

先端モデル動物支援プラットフォーム、琵琶湖 2024
(AdAMS) SFRRI, Punta del Este, Uruguay 2023 Marcus Conrad

Des Richardson



第113回日本病理学会総会、名古屋 2024

SRRRI, Galway, Ireland 2025
三澤伸明技官退官記念祝賀会Helmut Sies

Hirotaka Nagai



日本癌学会・レドックスシンポジウム (International session)

名古屋大学医学部卒業式 FRBM, Editor Meeting, Las Vegas, NV, USA

軟式庭球部仲間の再会
Yosuke Togashi

名大MIRAI GSC 高校生の受入れ

日本生化学会・フェロトーシスシンポジウム



Pacifichem2025, Honolulu, HI, USA

教室旅行 京都 SFRR India, Mumbai, India 2020 SFRR Korea, Jeju, Korea 2025

Redox Biology 170 JSPS Meeting, Tokyo



家族への感謝



本当に伝えたかったこと

「研究は、姿勢で決まる」（自らが信じているかどうか、
外から信用されるか）

「英語で発信しなければ意味はない」（自分のアイデア
をもっと海外に発信しよう！）

「まずは興味あるトピックの論文の査読を定期的にやろ
う」（自分のセンサーの感度を上げよう！）



勇気ある知識人とは何か

•現象から逃げない

•流行に依存しない（独自性）

•時代の変化に柔軟に対応

•できるだけ視野を広げて考える

•新しいことをやってみる

•異分野の研究者から学ぶ

•次世代に問い（ワクワク感）を渡す



未来の「勇気ある知識人」へ

次の世代へ



この道のりで出会ったすべての方々へ、心からの感謝を込めて。

With heartfelt gratitude to everyone I have met along this journey.

4月からは一宮市民病院に病理専門医として週4日勤務しながら、若手研究者のサポートをします
名古屋大学低温プラズマ科学研究センターでは客員教授として活動します


